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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月29日(2010.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　イブプロフェン療法を必要とする対象への１日３回投与に適する経口単位剤形であって
、イブプロフェンとファモチジンを２９：１～３１：１の範囲の重量比で含み、該イブプ
ロフェンと該ファモチジンとが該経口単位剤形の別個のコンパートメントに存在し、該イ
ブプロフェン及びファモチジンが即時放出用に調合されている、経口単位剤形。
【請求項２】
　７７５ｍｇ～８２５ｍｇのイブプロフェン及び２５ｍｇ～２８ｍｇのファモチジンを含
む、請求項１に記載の経口単位剤形。
【請求項３】
　３７５ｍｇ～４２５ｍｇのイブプロフェン及び１２ｍｇ～１４ｍｇのファモチジンを含
む、請求項１に記載の経口単位剤形。
【請求項４】
　前記ファモチジンが、それぞれバリア層により取り囲まれ、イブプロフェンを含むマト
リックス中に分布している小粒子の形態である、請求項１から３のいずれか一項に記載の
経口単位剤形。
【請求項５】
　イブプロフェン反応性状態の治療のための、請求項１から４のいずれか一項に記載のイ
ブプロフェン－ファモチジン単位剤形を含む組成物であって、該治療は、２４時間以内に
対象に１回目の前記単位量、２回目の前記単位量及び３回目の前記単位量を投与すること
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を含むものであることを特徴とする、組成物。
【請求項６】
　関節炎、慢性疼痛、急性疼痛、月経困難又は急性炎症の治療のための、請求項５に記載
の組成物。
【請求項７】
　２５ｍｇ～２８ｍｇのファモチジンを含む経口単位剤形。
【請求項８】
　非ステロイド抗炎症薬も含み、該ＮＳＡＩＤと前記ファモチジンとが経口単位剤形の別
個のコンパートメントに存在し、両方が即時放出用に調合されている、請求項７に記載の
経口剤形。
【請求項９】
　関節炎、慢性疼痛、急性疼痛、月経困難又は急性炎症を有する対象の治療のための、請
求項８に記載の単位剤形を含む組成物であって、該治療は、２４時間以内に対象に１回目
の前記単位量、２回目の前記単位量及び３回目の前記単位量を投与することを含むもので
あることを特徴とする、組成物。
【請求項１０】
　前記対象が、ＮＳＡＩＤ誘発性潰瘍を発症するリスクが高い、請求項９に記載の組成物
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　本発明の態様において、７５０ｍｇ～８５０ｍｇのイブプロフェン及び２４ｍｇ～２８
ｍｇのファモチジンを含み、イブプロフェンとファモチジンが２９：１～３２：１の範囲
内又は２９：１～３１：１の範囲内の比で存在する経口剤形を供給し、該経口剤形の１回
目を投与し、該経口剤形の２回目を投与し、該経口剤形の３回目を投与し、１回目、２回
目及び３回目を２４時間投与サイクル内で投与することによる、対象にイブプロフェンを
投与する方法を提供する。
　本発明はまた、以下の項目を提供する。
（項目１）
　イブプロフェン療法を必要とする対象への１日３回投与に適する経口単位剤形であって
、イブプロフェンとファモチジンを２９：１～３１：１の範囲の重量比で含み、該イブプ
ロフェンと該ファモチジンとが該経口単位剤形の別個のコンパートメントに存在し、該イ
ブプロフェン及びファモチジンが即時放出用に調合されている、経口単位剤形。
（項目２）
　７７５ｍｇ～８２５ｍｇのイブプロフェン及び２５ｍｇ～２８ｍｇのファモチジンを含
む、項目１に記載の経口単位剤形。
（項目３）
　３７５ｍｇ～４２５ｍｇのイブプロフェン及び１２ｍｇ～１４ｍｇのファモチジンを含
む、項目１に記載の経口単位剤形。
（項目４）
　上記ファモチジンが、それぞれバリア層により取り囲まれ、イブプロフェンを含むマト
リックス中に分布している小粒子の形態である、項目１から３のいずれか一項に記載の経
口単位剤形。
（項目５）
　イブプロフェン反応性状態の治療のための、項目１から４のいずれか一項に記載のイブ
プロフェン－ファモチジン単位剤形の使用であって、該治療は、２４時間以内に対象に１
回目の上記単位量、２回目の上記単位量及び３回目の上記単位量を投与することを含む、
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使用。
（項目６）
　関節炎、慢性疼痛、急性疼痛、月経困難又は急性炎症の治療のための、項目５に記載の
使用。
（項目７）
　２５ｍｇ～２８ｍｇのファモチジンを含む経口単位剤形。
（項目８）
　非ステロイド抗炎症薬も含み、該ＮＳＡＩＤと上記ファモチジンとが経口単位剤形の別
個のコンパートメントに存在し、両方が即時放出用に調合されている、項目７に記載の経
口剤形。
（項目９）
　関節炎、慢性疼痛、急性疼痛、月経困難又は急性炎症を有する対象の治療のための、項
目８に記載の単位剤形の使用であって、該治療は、２４時間以内に対象に１回目の上記単
位量、２回目の上記単位量及び３回目の上記単位量を投与することを含む、使用。
（項目１０）
　上記対象が、ＮＳＡＩＤ誘発性潰瘍を発症するリスクが高い、項目９に記載の使用。
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